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５
月
末
、
韓

国
京
畿
道
へ

「
児
童
・
生
徒

人
権
条
例
」（
昨

年
10
月
制
定
）

の
調
査
に
行
っ
た
。
訪
問
先

は
京
畿
道
教
育
庁
、
全
教
組

京
畿
道
支
部
、
学
生
人
権
条

例
制
定
運
動
本
部
で
あ
る
▼

韓
国
は
昨
年
の
統
一
地
方
選

で
左
派
が
前
進
し
、
京
畿
道

で
は
民
主
的
な
教
育
監
（
教

育
長
）が
公
選
さ
れ
た
。「
条

例
」
は
47
条
か
ら
な
り
、
保

護
さ
れ
生
き
る
権
利
、
学
ぶ

権
利
、
教
育
参
加
権
、
意
見

表
明
権
、
体
罰
の
禁
止
な
ど

「
人
権
親
和
的
な
学
校
づ
く

り
」
を
目
的
に
し
た
も
の
だ

▼
韓
国
は
世
界
有
数
の
受
験

競
争
の
激
し
い
国
で
、
大
学

進
学
率
は
約
８
割
。
７
時
半

か
ら
早
朝
学
習
、
放
課
後
の

有
料
制
補
習
授
業
を
終
え
、

塾
は
深
夜
に
も
及
ぶ
。
10
数

倍
の
競
争
率
の
科
学
高
校

で
、
最
近
、
成
績
を
苦
に
４

人
の
学
生
が
自
ら
命
を
絶
っ

た
。
09
年
の
中
高
生
の
自
殺

は
１
９
６
人
、
青
少
年
の
自

殺
率
は
１
日
平
均
で
１
・
８

人
に
も
な
る
。
こ
れ
ら
の
事

実
が
「
条
例
」
制
定
の
大
き

な
背
景
と
な
っ
た
▼
「『
点
』

は
人
の
上
に
人
を
つ
く
る
」

競
争
教
育
は
、
青
年
期
の
心

に
強
い
ス
ト
レ
ス
を
生
み
、

孤
独
と
闇
が
覆
う
。
そ
れ
は

負
の
作
用
と
い
う
よ
り
、
競

争
主
義
が
も
た
ら
す
本
質
的

な
結
果
だ
▼
〝
韓
国
に
学

べ
〞
と
い
う
橋
下
知
事
の
競

争
教
育
、「『
君
が
代
』
起
立

条
例
」
と
い
う
管
理
統
制
へ

の
暴
走
は
時
代
錯
誤
の
極
み

で
あ
る
。 

（
Ｃ
・
Ｓ
）
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限
を
も
つ
校
長
と
の
交
渉
が

重
要
に
な
り
ま
す
。
本
音
を

出
し
合
え
る
職
場
づ
く
り
を

大
切
に
不
満
や
要
求
を
幅
広

く
総
集
約
し
た
要
求
書
づ
く

り
と
交
渉
を
積
み
重
ね
ま
し

ょ
う
。

　

た
た
か
っ
て
こ
そ
組
合
、

大
規
模
世
代
交
代
期
を
増
勢

に
転
じ
る
不
退
転
の
か
ま
え

で
組
織
拡
大
の
大
飛
躍
に
挑

も
う
と
訴
え
ま
し
た
。

政
治
的
意
図
が
あ
り
ま
す
。

府
民
要
求
と
の
矛
盾
は
広
が

る
一
方
で
、
府
政
転
換
へ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
蓄
積
さ
れ
て

い
き
ま
す
。
対
話
と
共
同
を

ひ
ろ
げ
、
革
新
民
主
府
政
の

実
現
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

若
い
力
と
む
す
ん
で

若
い
力
と
む
す
ん
で

職
場
づ
く
り
を

職
場
づ
く
り
を

　

労
働
基
本
権
回
復
で
、
権

憲
法
違
反
の

憲
法
違
反
の

「
強
権
政
治
」転
換
へ

「
強
権
政
治
」転
換
へ

　

「『
君
が
代
』起
立
斉
唱
強

制
条
例
」
の
真
の
ね
ら
い
は

府
民
と
子
ど
も
に
愛
国
心
を

押
し
付
け
て
い
く
こ
と
で

す
。「
議
員
定
数
削
減
条
例
」

と
一
体
に
強
行
し
、
府
政
に

お
け
る
強
権
政
治
の
推
進
・

確
立
を
ね
ら
う
橋
下
知
事
の

に
生
存
す
る
権
利
を
有
す

る
」
こ
の
憲
法
に
立
脚
し
た

取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
く
ら
し
と
安
全
優
先
か

も
う
け
と
効
率
最
優
先
か
、

今
後
の
社
会
の
あ
り
方
を
め

ぐ
る
２
つ
の
道
の
選
択
が

今
、
ま
さ
に
問
わ
れ
て
い

る
。
震
災
・
原
発
事
故
を
通

じ
て
国
民
の
意
識
が
劇
的
に

変
化
し
て
い
る
と
強
調
し
ま

し
た
。

「
変
革
の
時
代
」を

「
変
革
の
時
代
」を

き
り
ひ
ら
こ
う　

き
り
ひ
ら
こ
う　

　

大
会
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た

田
中
康
寛
大
教
組
中
央
執
行

委
員
長
は
、
東
日
本
大
震
災

の
未
曾
有
の
被
害
の
中
、
い

ま
だ
に
約
10
万
人
が
避
難
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
。「
ひ
と
し
く
恐
怖
と
欠

乏
か
ら
免
れ
、
平
和
の
う
ち

　

「
君
が
代
起
立
斉
唱
強

制
」
条
例
反
対
の
た
た
か

い
は
、
短
期
間
の
間
に
大

き
な
盛
り
あ
が
り
を
み
せ

ま
し
た
。
大
教
組
は
、
憲

法
と
民
主
主
義
を
真
っ
向

か
ら
蹂
躙
、
政
治
が
露
骨

に
教
育
介
入
す
る
こ
と
、

同
時
に
「
愛
国
心
の
高

揚
」
を
府
民
と
子
ど
も
た

ち
に
条
例
で
押
し
つ
け
る

と
い
う
大
問
題
と
し
て
、

単
組
・
支
部
、
職
場
か
ら

の
と
り
く
み
と
合
わ
せ
、

府
民
共
同
の
た
た
か
い
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

６
月
１
日
の
緊
急
集
会

は
、
大
教
組
を
は
じ
め
子

ど
も
と
教
育
・
文
化
を
守

る
府
民
会
議
、
自
由
法
曹

団
な
ど
の
７
団
体
の
呼
び

か
け
で
行
わ
れ
、
会
場
あ

ふ
れ
る
５
５
０
名
の
参
加

で
撤
回
へ
の
決
意
を
固
め

ま
し
た
。
一
般
マ
ス
コ
ミ

（
朝
日
、
毎
日
新
聞
な

ど
）
も
反
対
・
批
判
の
声

を
あ
げ
、
法
曹
界
か
ら
も

批
判
の
声
が
急
速
に
わ
き

起
こ
り
ま
し
た
。
全
教
も

全
国
闘
争
・
支
援
の
呼
び

か
け
を
行
い
、
近
畿
各
県

は
も
と
よ
り
、
全
国
か
ら

支
援
・
激
励
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

府
議
会
答
弁
で
も
、
大

阪
の
教
育
行
政
に
責
任
を

持
つ
中
西
教
育
長
ま
で

も
、「
条
例
化
は
必
要
な

し
」
と
答
弁
す
る
な
ど
、

「
君
が
代
起
立
斉
唱
強

制
」
条
例
は
、
現
在
の
教

育
委
員
会
制
度
を
も
否
定

す
る
暴
挙
と
い
え
ま
す
。

こ
う
し
た
世
論
と
批
判
の

高
ま
り
の
な
か
、
府
議
会

で
は
、「
日
の
丸
・
君
が

代
」
に
対
す
る
意
見
・
立

場
の
違
い
を
超
え
、「
条

例
化
」
は
反
対
で
、
維
新

の
会
を
除
く
す
べ
て
の
会

派
が
一
致
し
ま
し
た
。

「
数
の
力
」
で
条
例
案
は

強
行
可
決
さ
れ
ま
し
た

が
、
大
教
組
は
こ
の
た
た

か
い
の
到
達
に
確
信
を
持

ち
、
引
き
続
き
、
条
例
廃

止
・
撤
回
め
ざ
し
全
力
を

あ
げ
る
こ
と
を
呼
び
か
け

奮
闘
し
ま
す
。

大教組第182回

定期大会いま
こそ

　橋下・大阪維新の会は、６月３日（金）の夜、「日の丸常
時掲揚、君が代起立斉唱」強制条例案を府民的論議が全くな
い中で、強行可決しました。今回の暴挙にたいし、教職員組
合はもとより各方面から強い批判
の声が上がっています。

　大教組は５月28日、府教育会館に於いて第182回
定期大会を開催。11年度運動方針案などの議案が圧
倒的多数の賛成で可決されました。20人が討論に参
加、職場要求実現・学校づくりの経験や府政転換へ
の決意などが語られ、とりわけ青年たちの元気な発
言は参加者を勇気づけました。（２･３面掲載）

組
織
拡
大
の
飛
躍
を

組
織
拡
大
の
飛
躍
を

府労組連夏季闘争府労組連夏季闘争

●日時　６月20日（月）16時00分～
●場所　教育塔前 　分会２割参加要請

第２次決起集会第２次決起集会

憲
法
違
反
の
暴
挙
を
許
さ
な
い
関
連
記
事

３
・
４
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